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ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
最
大
規
模
の
日
本
体
育
学

会
第
67
回
大
会
は
、
8
月
24
日
か
ら
26
日
の
3

日
間
、
本
学
で
行
わ
れ
、
延
べ
２
７
６
９
人
が

参
加
、
成
功
裏
に
閉
幕
し
た
。

大
会
は
開
学
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
全
学
を
挙
げ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
、
６
月
に

竣
工
し
た
ば
か
り
の
Ｌ
号
館
（
開
学
50
周
年
記

念
館
）
を
メ
ー
ン
会
場
に
行
わ
れ
た
。「
ス
ポ
ー

ツ
と
“
ひ
と
・
社
会
”
︱
融
合
と
進
歩
の
先
に

︱
」
が
テ
ー
マ
で
、
大
会
の
趣
旨
を
、
ス
ポ
ー

ツ
が
「
ひ
と
」
の
心
身
の
発
達
と
「
社
会
」
の

平
和
と
安
寧
に
貢
献
し
、
文
化
と
し
て
根
づ
か

せ
る
た
め
の
課
題
や
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
示

す
こ
と
、
と
し
た
。

体
育
社
会
学
、
体
育
心
理
学
、
体
育
教
育
学

等
14
の
専
門
に
分
か
れ
て
の
分
科
会
で
は
、
口

頭
発
表
が
3
8
3
件
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が

3
6
4
件
と
、
各
フ
ロ
ア
で
活
発
な
論
議
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
各
日
、“
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
”

が
13
の
テ
ー
マ
別
に
あ
り
、
昼
食
を
摂
り
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
意
見
交
換
も
あ
っ
た
。

最
終
日
は
一
般
公
開
の
講
演
が
企
画
さ
れ
、

馳
浩
前
文
部
科
学
大
臣
が
「
コ
ー
チ
ン
グ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
招
待
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制
定
や
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
設
立

の
経
緯
や
背
景
に
つ
い
て
、ま
た
今
後
の
ス
ポ
ー

ツ
行
政
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
の
ド
ロ
シ
ー
・
ア

ル
フ
ァ
ー
マ
ン
教
授
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導

に
お
け
る
暴
力
防
止
に
関
す
る
欧
州
ま
た
は
ド

イ
ツ
の
取
り
組
み
」
や
、
一
般
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
日
本
か
ら
発
信
す
る
コ
ー
チ
ン
グ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
お
け
る
体

罰
・
暴
力
の
根
絶
を
目
指
し
て
」
で
は
、
土
屋

裕
睦
教
授
と
文
教
大
の
小
林
勝
法
教
授
が
司
会

を
務
め
、
ト
ー
ク
は
白
熱
し
、
多
く
の
聴
衆
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

期
間
中
は
35
の
企
業
・
団
体
の
展
示
、
8
つ

の
協
賛
店
に
地
元
熊
取
の
名
産
品
を
販
売
す
る

物
産
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
参
加
者
に
好
評

だ
っ
た
。

次
回
の
第
68
回
大
会
は
静
岡
大
学
で
開
催
さ

れ
る
。

NEWS

多勢の参加者でにぎわう学会（L号館）

　 　  日 本 体 育 学 会   第 6 7 回 大 会  盛 大 に

ス
ポ
ー
ツ
と“
ひ
と
・
社
会
”

― 

融
合
と
進
歩
の
先
に 

―

ポスター発表を見て回る参加者たち（第6体育館）
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本
学
初
代
副
学
長
と
し
て
礎
を
築
い
た

大
島
鎌
吉
氏
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ス
ポ
ー

ツ
を
文
化
と
し
て
根
付
か
せ
る
た
め
に

カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ム
と
大
島
鎌
吉
の
意
志

を
手
掛
か
り
に
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
8

月
25
日
開
か
れ
た
。

首
都
大
学
東
京
の
岩
佐
裕
子
氏
（
大
学

院
博
士
後
期
1
年
）
が
司
会
、
3
人
の
演

者
で
講
演
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。
大
島
鎌

吉
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
大
島
鎌
吉

像
を
毎
日
新
聞
に
長
期
連
載
し
て
話
題
を

呼
び
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
賞
を

受
賞
し
た
毎
日
新
聞
社
の
滝
口
隆
司
水
戸

支
局
長
は
「
大
島
鎌
吉
が
遺
し
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
思
想
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

大
島
鎌
吉
と
は
何
者
な
の
か
？
関
西
大

学
時
代
の
１
９
３
２
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
陸
上
三
段
跳
び
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

34
年
毎
日
新
聞
社
入
社
後
も
選
手
と
し
て

活
躍
し
、
36
年
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
で
は
日

本
選
手
団
旗
手
も
務
め
た
。
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
五
輪
で
国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
理
念

を
知
り
、
帰
国
後
に
母
校
・
関
西

大
学
学
報
で
「
人
生
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
勝
つ
こ
と
で
な
く
戦

う
こ
と
で
あ
る
。
本
質
的
に
は
〝

勝
っ
た
〟
こ
と
で
は
な
く
て
、
け

な
げ
に
戦
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
規
範
の
広
く
及
ぼ
す
と
こ
ろ
、

人
間
を
よ
り
勇
敢
に
人
間
を
よ
り

強
健
に
し
、
そ
の
上
よ
り
気
高
く

よ
り
優
雅
な
も
の
に
す
る
」
と
紹

介
し
た
。
大
島
と
五
輪
思
想
の
出

会
い
で
あ
る
。

大
島
は
自
社
が
プ
ロ
野
球
球
団

（
毎
日
オ
リ
オ
ン
ズ
、
現
千
葉
ロ
ッ

テ
オ
リ
オ
ン
ズ
）
を
持
つ
時
に
「
プ

ロ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
新
聞

社
が
プ
ロ
を
持
つ
の
は
お
か
し
い
」

と
反
対
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
副
会
長
に

相
談
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を

信
奉
し
た
。
１
９
６
４
年
、
ア
ジ

ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
東
京
五
輪
選
手

団
長
、
選
手
強
化
本
部
長
に
も
就
任
し
、

金
メ
ダ
ル
15
個
の
公
約
を
し
て
16
個
を
獲

得
、
役
目
を
果
た
し
た
。

東
京
五
輪
の
閉
会
式
で
は
、
整
然
と
入

場
行
進
し
た
開
会
式
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
各
国
の
選
手
が
思
い
思
い
に
国
立
競
技

場
に
入
り
、
国
や
人
種
を
超
え
て
友
情
を

深
め
る
と
い
う
思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ

ズ
に
な
っ
た
。
そ
の
事
に
つ
い
て
大
島
は

「
世
界
平
和
の
た
め
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
必

要
と
い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
」
と

コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
和
賞
受
賞

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
創
設
と
、本
学
の
副

学
長
に
就
任
し
た
後
も
平
和
活
動
を
続
け

た
。
そ
の
時
の
口
ぐ
せ
が「
技

術
革
新
の
マ
イ
ナ
ス
防
止
を

怠
る
な
。
怠
る
偸
安
を
許
す

な
」
で
あ
り
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
大
宗
教
団
体
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
宗
の
本
尊
は

『
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
』。世
界
共
通

の
理
念
で
あ
る
」
等
々
、
様
々

な
大
島
思
想
を
発
言
、
寄
稿

し
た
。
そ
れ
ら
の
貢
献
を
称

え
ら
れ
て
１
９
８
２
年
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
平
和
賞
を
受
賞

し
た
。
大
島
が
生
涯
を
か
け

て
追
求
し
た
の
は
、
近
代
化

す
る
世
界
の
中
で
人
間
は
ど

う
生
き
て
い
く
べ
き
か
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は

何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
大
島
の

活
動
は
世
界
平
和
に
寄
与
し
、
今
後
も
語

り
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

こ
の
後
フ
ロ
ア
か
ら
活
発
な
意
見
や
感

想
が
述
べ
ら
れ
た
。
大
島
鎌
吉
に
つ
い
て

は
、広
島
市
立
大
学
の
曾
根
幹
子
教
授（
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
走
り
高
跳
び
）も「
日

本
人
戦
没
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
名
を
め
ぐ
る
混

乱
と
そ
の
真
相
、
ベ
ル
リ
ン
に
届
け
ら
れ

た
大
島
鎌
吉
の
作
成
名
簿
か
ら
」
と
し
て

口
頭
発
表
し
て
い
る
。

大
阪
体
育
大
学
で
は
大
島
鎌
吉
氏
を
顕

彰
し
て
開
学
50
周
年
を
機
に
「
大
島
鎌
吉

賞
」
を
設
け
、
卓
越
し
た
選
手
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
を
対
象
に
功
労
賞
、
奨
励
賞
を

贈
っ
て
い
る
。【

学
生
記
者　

坂
下
貴
彦
】大島初代副学長について話す、滝口毎日新聞水戸支局長

大
島
初
代
副
学
長
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　 　  日 本 体 育 学 会   第 6 7 回 大 会  盛 大 に

意見を述べ合うパネリスト
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開
学
50
周
年
記
念
館
竣
工　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

開学50周年記念植樹式が4月5日に行われ、西川雅子教育後援
会会長、副会長の福島佳小利さん、福西由樹子さん（当時）、野
田賢治理事長、岩上安孝学長、福田芳則副学長ら、本学関係者
が出席した。

正門横の位置に槇（イヌマキ）の木が植樹され、「慈愛」の花
言葉をもつこの木に見守られながら、60周年、70周年と本学は
歩み続ける。

完成したL号館（開学50周年記念館）

NEWS

開学50周年記念植樹

Ｌ
号
館
（
開
学
50
周
年
記
念
館
）
が
完
成
、
竣

工
式
神
事
が
6
月
29
日
行
わ
れ
た
。
式
に
は
野
田

賢
治
理
事
長
、
岩
上
安
孝
学
長
を
は
じ
め
、
教
職

員
、
工
事
関
係
者
ら
30
人
が
参
加
し
て
完
成
を
祝

っ
た
。

昨
年
6
月
30
日
に
着
工
、
総
工
費
８
億
円
を
か

け
て
建
設
さ
れ
、
鉄
骨
造
り
３
階
建
て
で
延
べ
面

積
は
１
９
１
５
平
方
㍍
。
南
側
は
全
面
ガ
ラ
ス
張

り
の
モ
ダ
ン
な
建
物
が
完
成
し
た
。１
階
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
２
階
は
５
０
０
席
の
大
教
室
、

３
階
は
３
０
０
席
の
中
教
室
と
研
究
施
設
や
事
務

室
な
ど
が
置
か
れ
た
。

大
・
中
教
室
に
は
映
像
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
そ

れ
ぞ
れ
大
画
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
シ

ス
テ
ム
、
常
設
の
Ｈ
Ｄ
カ
メ
ラ
な
ど
を
利
用
し
て

両
教
室
を
一
体
的
に
利
用
で
き
る
た
め
、
収
容

８
０
０
人
に
ラ
イ
ブ
中
継
が
で
き
る
。
地
デ
ジ
放

送
で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
鑑
賞
も
可
能
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
え
る
。

記
念
館
は
開
学
50
周
年
記
念
、
環
境
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
、
人
間
性
と
専
門
性
を
兼
ね
備
え
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
・
研
究
環

境
の
た
め
建
設
さ
れ
た
。
と
同
時
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
ル
ー
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
成
っ
た
。

1
階
展
示
ケ
ー
ス
に
は
、
世
界
の
舞
台
で
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
た
学
生
、
卒
業
生
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
、
受
賞
楯
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

テープカットする関係者
（中央は野田理事長、
右は岩上学長、長家同窓会長）

五輪などで活躍したOB・OGのユ
ニフォームなどの展示品コーナー

植樹を終えて
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キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、平
成
27
年
度
卒
業
生（
9

月
卒
業
含
む
）
の
進
路
状
況

（
5
月
1
日
現
在
）を
ま
と
め

た
。教
員
の
合
格
者
は
27
人
、

公
務
員
は
76
人
（
い
ず
れ
も

延
べ
）
の
結
果
と
な
っ
た
。

近
年
は
、
教
員
、
公
務
員
と

も
安
定
し
た
結
果
を
継
続
。

ま
た
企
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
㈱
や
㈱
読
売
新
聞
、
㈱
吉

本
興
業
、
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
、

ま
た
地
方
銀
行
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
へ
の
進
路
が
見
ら

れ
た
。

体
育
・
健
康
福
祉
両
学
部

の
就
職
率
は
98
・
8
%（
前
年

比
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
）
と

増
加
し
た
。
ま
た
文
部
科
学

省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
今
春
卒
業
の

大
学
生
就
職
率
97
・
3
％
（
4
月
1
日
現
在
）
も

上
回
っ
た
。

他
大
学
か
ら
注
目
さ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
よ
り
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
▽
2
、

3
年
生
を
対
象
と
し
た『
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
A
・

B
』（
授
業
）
▽
1
〜
3
年
生
を
対
象
と
し
た
短
期

集
中
講
座
『
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
』
▽
2
年
生
対

象
『
グ
ル
ー
プ
面
談
』
と
3
年
生
対
象
『
個
別
面

談
』
▽
『
学
内
セ
ミ
ナ
ー
』（
企
業
説
明
会
）
▽
学

習
支
援
室
と
連
携
し
た『
公
務
員
試
験
対
策
講
座
』

▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
が
行
う
『
企
業
支
援
対
策
講

座
』▽
夏
休
み
に
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う『
教

員
採
用
試
験
2
次
試
験
対
策
』
な
ど
、
教
員
、
公

務
員
、
企
業
を
目
指
す
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
う
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
今
年
度
も
学
生
た
ち
の
就
職
活

動
の
成
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

ま
た
今
回
の
進
路
状
況
調
査
の
結
果
は
、教
員
、

公
務
員
、
企
業
と
こ
こ
数
年
の
結
果
か
ら
も
安
定

し
た
高
い
水
準
の
成
果
を
見
せ
て
い
る
。
高
い
専

門
領
域
の
先
生
方
の
教
育
や
学
外
で
の
実
習
活

動
、
ま
た
厳
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
で
培
っ
た
「
大
体

大
力
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
評
価
を

受
け
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
大
阪
体

育
大
学
は
優
れ
た
教
員
を
輩
出
す
る
大
学
で
あ
る

と
世
間
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
警
察

や
消
防
、
企
業
か
ら
も
大
体
大
生
へ
の
ニ
ー
ズ
や

評
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

た
だ
今
年
度
は
、
各
大
学
を
は
じ
め
企
業
等
に

お
い
て
も
不
安
要
素
も
抱
え
て
い
る
。
政
府
が
、

日
本
の
主
要
な
経
済
団
体
（
経
団
連
、
経
済
同
友

会
、
日
本
商
工
会
議
所
）
に
対
し
て
、
採
用
広
報

の
開
始
は
、
３
年
生
の
３
月
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

が
、
選
考
（
面
接
）
開
始
時
期
を
４
年
生
の
６
月

に
す
る
よ
う
に
要
請
が
あ
り
、
就
職
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
昨
年
に
続
き
選
考
開
始
時
期
が
前
倒
し

に
な
っ
た
。
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
は
、

企
業
の
動
向
を
見
つ
つ
、
学
生
の
就
職
活
動
へ
の

柔
軟
な
サ
ポ
ー
ト
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
よ
り
一
層
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
継
続
し
て
輩
出
で
き
る

よ
う
、
学
生
の
た
め
の
幅
広
い
支
援
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。【
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
】

100.0%

95.0%

90.0%

85.0%

80.0%

75.0%

70.0%
H27H23 H24 H25

■体育学部　■健康福祉学部　■全体

●大阪体育大学　就職率（H23年度～H27年度）

H26

99.2％ 98.8％

97.1％

トピックス

就職率98.8％
文科省、厚労省調査上回る

　

今
年
度
も
高
校
生
、
保
護
者
対
象
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
７
月

３
日
は
今
年
度
か
ら
の
試
み
で
、
保
護
者

の
み
を
対
象
に
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
。
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
や
、
学

費
、キ
ャ
リ
ア
支
援
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
子
ど
も
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を

説
明
、そ
の
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
学

食
体
験
、
周
辺
の
環
境
を
知
っ
て
も
ら
う

目
的
で
、
熊
取
町
バ
ス
ツ
ア
ー
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
。

事
前
申
込
制
だ
っ
た
が
、
予
想
を
大
き

く
上
回
る
希
望
が
あ
り
、
一
部
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更
し
、
１
７
３
人
の
保
護
者
に
参

加
い
た
だ
い
た
。
７
月
17
日
か
ら
は
通
常

の
高
校
生
対
象
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
計
４
回
開
催
。

今
年
も
創
作
ダ
ン
ス
部
、
新
体
操
部
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
同
好
会
、応
援
団
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
幕
を
明
け
た
。
今
年
度
は
、
参
加
者

が
興
味
・
関
心
の
あ
る
大
学
の
授
業
を
で

き
る
だ
け
多
く
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

各
回
の
体
験
授
業
を
体
育
学
部
６
コ
ー

ス
、
教
育
学
部
２
コ
ー
ス
の
各
回
計
８
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
す
る
よ
う
変
更
し
た
。

初
回
の
体
育
学
部
コ
ー
チ
教
育
コ
ー
ス
、

宮
地
弘
太
郎
准
教
授
の
「
テ
ニ
ス
の
指
導

法
及
び
実
技
」、
同
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ス
、
熊
﨑
敏
真
講
師
の
「
体
育
大
学

で
学
ぶ
筋
骨
格
系
の
解
剖
学
」、
教
育
学

部
保
健
体
育
教
育
コ
ー
ス
、
後
上
鐵
夫
教

授
の
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
」
の

体
験
授
業
を
皮
切
り
に
４
日
間
で
32
の
授

業
を
提
供
し
、
延
べ
１
０
４
０
人
が
参
加

し
た
。

ま
た
「
学
部
・
学
科
説
明
」「
キ
ャ
リ

ア
、
入
試
説
明
」
は
新
し
く
竣
工
さ
れ
た

L
号
館
（
50
周
年
記
念
館
）
で
行
い
、
２

階
、
３
階
の
教
室
が
満
席
に
な
る
回
も
あ

っ
た
。
各
コ
ー
ス
の
学
び
を
紹
介
す
る「
学

び
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
」「
ボ
ー
シ
ャ
ー
カ
フ
ェ
（
在
学
生
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）」
で
は
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
中
心
に
参
加
者
の
相
談
に
丁
寧
に
対

応
し
、
学
生
目
線
で
大
体
大
を
P
R
し
て

い
た
。

多
く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
今
年
度
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ
た
が
、
最
終
日

の
９
月
25
日
は
、「
入
試
対
策
講
座
」
を

行
っ
た
。
体
育
系
予
備
校
の
講
師
に
よ
る

大
阪
体
育
大
学
の
入
試
の
傾
向
と
対
策
を

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。【
入
試
部
】
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
６

多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
う

学部・学科の説明を受けるオープンキャンパス参加者たち
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教
育
後
援
会
役
員
会
開
く

新
役
員
な
ど
決
ま
る

平
成
28
年
度
の
大
阪
体
育
大
学
教
育
後
援
会
役

員
会
は
7
月
23
日
、
本
学
中
央
棟
大
会
議
室
で
開

か
れ
、
平
成
27
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
、
平
成

28
年
度
予
算
、
新
役
員
な
ど
が
決
ま
っ
た
。

冒
頭
、
西
川
雅
子
会
長
が
「
6
月
に
新
教
育
棟

が
開
学
50
周
年
記
念
館
と
し
て
完
成
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
。
教
育
後
援
会
と
し
て
も
積
立
金
を
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

野
田
賢
治
理
事
長
が
「
浪
商
学
園
は
２
０
２
１

年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
間
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
る
。

大
学
を
中
心
に
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
立
派
な

１
０
０
周
年
を
行
い
た
い
」
と
話
し
、
岩
上
安
孝

学
長
は
「
今
春
、
大
学
が
有
す
る
高
度
な
練
習
施

設
や
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
力
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
大
体
大
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
・

ア
ン
ド
・
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
２
０
２
０
年
東

京
に
結
び
付
け
た
い
」
と
大
体
大
力
を
強
調
し
た
。

事
業
報
告
、
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
後
、
役

員
選
出
に
入
り
、
福
西
由
樹
子
副
会
長
が
新
会
長

に
選
ば
れ
る
な
ど
新
役
員
が
別
項
の
よ
う
に
決
ま

り
、
福
西
新
会
長
は
「
教
育
後
援
会
の
皆
さ
ま
と
、

日
本
体
育
学
等
、
開
学
50
周
年
事
業
に
全
力
で
支

援
、
応
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
学
生
が
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め
た
い
」

と
就
任
の
抱
負
を
述
べ
た
。

施
設
を
見
学

平
成
28
年
度
の
予
算
案
が
承
認
さ
れ
て
役
員
会

は
終
わ
り
、
役
員
た
ち
は
、
第
6
体
育
館
、
6
月

に
完
成
し
た
ば
か
り
の
Ｌ
号
館
（
開
学
50
周
年
記

念
館
）、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
、
教
職
支
援
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。
会
長　

福
西
由
樹
子
▽

副
会
長　

岡
本
栄
子
、
棚
村
千
鶴
▽
会
計
監
査　

辻
本
智
子
、
渡
邉
樹
世
子

あいさつする福西新会長（右）

摂
泉
会
代
議
員
会
、
懇
親
会

柔
道
の
山
本
、
な
ぎ
な
た
の
林
田
に
激
励
金

大
阪
体
育
大
学
同
窓
会
、
摂
泉
会
第
34
回
代
議

員
会
が
７
月
９
日
、大
阪
市
天
満
の
同
総
会
会
館
、

ア
ネ
ッ
ク
ス
４
階
の
研
修
室
で
開
か
れ
、
平
成
27

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
平
成

28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
も
審
議
後
、
承
認

さ
れ
た
。

代
議
員
会
終
了
後
、
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
行
わ

れ
た
懇
親
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
学
校
法
人
浪
商

学
園
か
ら
野
田
賢
治
理
事
長
、
大
学
か
ら
岩
上
安

孝
学
長
ら
が
出
席
し
、
同
窓
生
た
ち
と
の
親
睦
を

深
め
た
。
途
中
、
日
本
代
表
選
手
や
海
外
の
大
会

な
ど
に
参
加
し
、
成
果
や
貢
献
を
も
た
ら
し
た
現

役
学
生
、
卒
業
生
に
長
家
秀
博
会
長
（
大
阪
歯
科

大
准
教
授
）
か
ら
激
励
金
の
授
与
が
行
わ
れ
、
本

年
度
は
、
山
本
沙
羅
さ
ん
（
体
育
４
年
、
柔
道

部
）、
林
田
葉
純
さ
ん
（
体
育
、
平
成
27
年
卒
、
な

ぎ
な
た
）
が
選
ば
れ
た
。

女
子
重
量
級
の
ホ
ー
プ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
山
本
さ
ん
は
「
こ
の
激
励
を
励
み
に
東
京
五
輪

で
メ
ダ
ル
を
目
指
す
」
と
力
強
く
話
し
、
な
ぎ
な

た
の
世
界
選
手
権
個
人
優
勝
し
た
林
田
さ
ん
は

「
世
界
選
手
権
優
勝
者
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
社

会
人
と
し
て
も
頑
張
り
た
い
」
と
喜
び
を
述
べ
た
。

学
生
役
員
決
ま
る

今
年
度
の
学
生
代
表
者
総
会
が
5
月
19
日
に
行

わ
れ
、
学
友
会
の
新
役
員
が
決
ま
っ
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
▽
会
長　

大
西
飛
翔
（
体

育
３
年
）
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
▽
副
会
長　

新

井
三
廊
（
同
）
体
育
実
技
研
究
部
、
原
由
奈
（
同

２
年
）
日
本
拳
法
部
▽
総
務
委
員　

海
野
真
琴

（
同
）
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
▽
会
計
委
員　

堀
内
彩

日
（
同
３
年
）
無
所
属
▽
家
村
聖
菜
（
同
２
年
）

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
▽
企
画
広
報
委
員　

別
所
衿

奈
（
同
）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

奨励金を受ける林田（左）、山本両選手（中央は長家会長）
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西
安
体
育
学
院
と
国
際
交
流
協
定
締
結　
　

中
国
の
西
安
体
育
学
院
と
本
学
と
の
国
際
交
流

は
、
野
田
敏
彦
前
理
事
長
の
ご
尽
力
を
は
じ
め
、

多
く
の
先
輩
教
員
の
方
々
に
よ
り
、
交
流
の
軌
跡

が
28
年
と
い
う
長
い
年
月
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
学
院
と
の
新
た
な
国
際
交
流
協
定
を
結
ぶ

た
め
、
５
月
16
日
か
ら
19
日
の
日
程
で
、
本
学
か

ら
岩
上
安
孝
学
長
、
松
本
昌
善
学
長
室
長
、
滝
瀬

の
メ
ン
バ
ー
が
訪
中
し
た
。

交
流
初
日
に
、
同
学
院
の
周
里
院
長
を
筆
頭
に

大
学
首
脳
陣
の
列
席
の
も
と
、
両
大
学
の
国
際
交

流
協
定
の
調
印
式
を
行
っ
た
。
周
院
長
か
ら
今
回

の
訪
問
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
受
け
、
岩
上
学
長

は
、
国
際
交
流
協
定
の
調
印
に
対
す
る
感
謝
を
伝

え
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
的
競
争
が
進
む
中
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
育
成
強
化
を
図
る
た
め
に
は
大
学
ス

ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
、両
大
学
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
継
続

し
な
が
ら
共
に
発
展
を

願
い
た
い
と
の
意
向
が

示
さ
れ
た
。

大
学
院
生
及
び
教
員
を
対
象
に
、
滝
瀬
が
基
調

講
演
を
行
っ
た
。
Ⅰ
．
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
支
持
す
る
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス
と

し
て
「
乳
酸
シ
ャ
ト
ル
の
生
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関

す
る
モ
ノ
カ
ル
ボ
ン
酸
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
作

用
機
序
」
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
へ
の
応
用
に

つ
い
て
の
提
言
。
Ⅱ
．
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン

に
よ
る
脂
質
代
謝
の
制
御
機
構
。
Ⅲ
．
メ
カ
ニ
カ

ル
シ
グ
ナ
ル
と
骨
形
成
・
骨
吸
収
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
免
疫
組
織
化
学
実
験
、
や
電

子
顕
微
鏡
を
駆
使
し
た
最
新
知
見
に
つ
い
て
の
講

演
だ
っ
た
。

両
大
学
は
、
体
育
大
学
の
特
徴

を
生
か
し
た
ツ
ー
ル
と
厚
い
友
情
、

信
頼
を
も
と
に
次
世
代
に
向
け
て

夢
の
あ
る
研
究
・
教
育
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

�

【
体
育
学
部
教
授　

滝
瀬
定
文
】

学
院
長
ら
来
学

西
安
体
育
学
院
の
周
院
長
ら
５

人
が
、８
月
24
日
本
学
を
訪
れ
た
。

６
月
に
岩
上
安
孝
学
長
ら
が
同
学

院
を
訪
問
し
た
際
に
取
り
交
わ
し
た

連
携
協
定
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

で
、周
院
長
は
野
田
賢
治
理
事
長
、

岩
上
学
長
を
表
敬
訪
問
、「
今
後
も

連
携
協
力
を
進
め
、と
も
に
発
展
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
切
り
出
し

た
。
２
０
２
１
年
に
は
、
同
学
院
が

中
国
の
国
体
に
あ
た
る
体
育
大
会

の
メ
ー
ン
会
場
に
な
る
た
め
、
体
育
館
、
競
技
場
の

建
設
を
進
め
て
い
る
そ
う
で
、
岩
上
学
長
は
「
国
際

基
準
の
施
設
が
増
え
る
こ
と
は
羨
ま
し
い
。
５
月
に

訪
問
し
た
際
も
室
内
に
陸
上
競
技
場
が
あ
る
の
に

は
驚
い
た
」
と
強
く
印
象
に
残
っ
た
と
の
感
想
を
述

べ
た
。

野
田
理
事
長
も
「
日
本
に
は
室
内
に
陸
上
競
技

場
は
な
い
で
す
。
大
会
が
開
か
れ
る
２
０
２
１
年

は
浪
商
学
園
が
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
の
で

縁
を
感
じ
る
。
今
後
も
良
い
関
係
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

表
敬
訪
問
の
後
、
協
定
に
つ
い
て
の
会
議
が
も

た
れ
、
周
院
長
ら
は
こ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

体
育
学
会
を
見
学
し
た
。

来学した西安体育学院長ら（手前）と意見交換する
滝瀬教授（向かい左）、松本室長（右）

トピックス

協定書を取り交わす岩上学長（左）と周院長

協議する代表団（左が大体大、西安体育学院で）
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Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
来
訪

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
家
教
育
委
員
会
が
承
認
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ　

ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
テ
ー
ナ
・

ト
ー
レ
国
立
職
業
訓
練
校
学
科
長
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
11
人
が
５
月
10
日
来
学
し
た
。
一
昨
年
に
次

い
で
２
度
目
の
来
訪
。

同
団
体
は
、
２
０
１
１
年
、
社
会
福
祉
法
人
隆

生
福
祉
会
と
、
社
会
福
祉
分
野
で
日
本
で
初
め
て

パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
結
び
▽
他
国
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
し
、
双
方
の
国
に
お
け
る
専
門
分
野

の
更
な
る
開
発
、
強
化
▽
双
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
機
能
的
に
促
進
す
る
た
め
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ス
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
▽
教
育
、
実
習
、
教
材
の
開

発
▽
海
外
交
流
を
通
し
た
学
生
と
教
員
の
技
術
・

能
力
の
更
な
る
向
上
を
目
的
に
こ
れ
ら
の
活
動
を

活
発
に
進
め
て
い
る
。
今
回
は
5
月
9
日
か
ら
13

日
ま
で
の
５
日
間
、
本
学
の
他
、
福
祉
関
連
企
業
、

建
築
設
計
企
業
な
ど
を
視
察
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
事
業

同
団
体
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
社
会
福
祉
に
お
け

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
講
演
、
福
祉
先
進

国
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
事
業
が
紹
介
さ

れ
た
。
こ
れ
を
基
に
本
学
の
教
員
と
日
本
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
ま
た
同
団

体
は
「
運
動
力
学
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
」
な

ど
に
も
関
心
が
あ
り
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ズ
ム
実
験

室
で
、
体
育
学
部
の
石
川
昌
紀
准
教
授
が
研
究
の

紹
介
、
設
置
器
具
の
説
明
を
し
、
同
学
部
の
梅
林

薫
教
授
が
、
Ａ
Ｔ
ル
ー
ム
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
紹
介
、
実
際
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
な
ど

の
器
具
を
使
う
メ
ン
バ
ー
も
い
た
。
体
育
館
で
は

教
育
学
部
の
曽
根
裕
二
講
師
の
「
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
実
技
」、
車
椅
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
授
業
を
見
学

し
た
。

今
回
の
訪
問
で
同
団
体
は
、
本
学
の
教
育
・
研

究
の
状
況
を
知
り
、
教
員
と
の
国
際
交
流
を
深
め

る
な
ど
、
今
後
の
パ
イ
プ
を
つ
な
い
だ
形
に
な
っ

た
。

体
操
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
チ
ー
ム
、強
化
合
宿

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
体
操
チ
ー
ム
、
久

住
亮
介
コ
ー
チ
、
男
子
選
手
６
人
の
総

勢
７
人
が
、
6
月
7
日
か
ら
24
日
ま
で

本
学
で
強
化
合
宿
を
し
た
。
４
月
の
関

西
イ
ン
カ
レ
に
は
オ
ー
プ
ン
参
加
し
た

選
手
も
い
る
が
、
本
学
で
強
化
合
宿
す

る
の
は
初
め
て
。

一
行
は
Ｏ
Ｕ
Ｈ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

に
宿
泊
、
本
学
の
体
操
部
員
と
合
同
練

習
に
汗
を
流
し
た
。
本
学
園
内
で
体
操

の
指
導
を
し
て
い
る
小
林
隆
先
生
た
ち

が
直
接
指
導
に
あ
た
り
、
久
住
コ
ー
チ

は
「
大
い
に
成
果
が
あ
っ
た
」
と
感
謝

し
て
い
た
。

ま
た
選
手
た
ち
は
練
習
の
合
間
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
国
際
交

流
に
一
役
買
い
、
14
日
に
は
天
然
温
泉

で
疲
れ
を
癒
し
、
同
学
部
准
教
授
で
男

子
体
操
部
の
藤
原
敏
行
監
督
が
幹
事

を
し
て
、
大
学
生
の
他
、
大
体
大
浪
商

の
中
学
、
高
校
生
も
参
加
し
て
国
際
交

流
親
睦
会
を
開
き
、
友
好
の
輪
を
広
げ

た
。

実際に器機を使う訪問団員（左は梅林教授）

石川准教授（左）の話を聞く訪問団

練習後、記念撮影する選手たち

OUHSジャーナル vol.211（2016.9） 8



66
％
が
学
生
生
活
に
満
足
も
、
悩
み
も
７
割
弱

学
生
生
活
実
態
調
査

本
学
の
体
育
、
健
康
福
祉
、
教
育
学
部
の
学
生

委
員
会
は
平
成
27
年
度
学
生
生
活
実
態
調
査
を
ま

と
め
た
。
昨
年
10
月
13
日
か
ら
30
日
ま
で
学
生

２
６
１
６
人
全
員
を
対
象
に
、
授
業
時
に
指
導
教

員
に
よ
る
直
接
配
布
・
回
収
方
式
で
行
い
、
有
効

回
収
数
は
２
１
５
８
人
で
、全
体
の
82
・
５
％
と
前

回
の
77
・
６
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

１
．
基
本
項
目
（
所
属
学
部
・
学
科
、
年
次
、

性
別
、
入
学
方
法
、
居
住
形
態
）　

２
．
住
居
と
暮

ら
し　

３
．
授
業
・
学
習　

４
．
課
外
活
動　

５
．

健
康
等　

６
．
不
安
や
悩
み　

７
．
マ
ナ
ー
等　

８
．
進
路
と
就
職　

９
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動　

10
．
大
学
施
設
等　

11
．
大
学
へ
の
意
見
・
要
望

の
11
の
調
査
項
目
が
あ
り
、
52
の
質
問
事
項
を
分

析
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
自
宅
か
ら
30
分
未
満
（
57
・
５

％
）
の
バ
イ
ク
通
学
（
41
・
２
％
）
で
、
1
ヶ
月

平
均
の
生
活
費
は
２
万
円
～
４
万
円
未
満
（
34
・

３
％
）
が
最
も
多
く
、
う
ち
約
半
数
は
、
２
万
円

程
度
を
家
族
か
ら
貰
い
（
48
・
０
％
）、
ア
ル
バ
イ

ト
で
４
万
円
～
６
万
円
未
満
の
収
入
を
得
て
い
る

（
34
・
８
％
）。
ア
ル
バ
イ
ト
代
の
約
８
割
（
81
・

３
％
）
を
生
活
費
に
回
す
ほ
か
、
交
際
費
（
28
・

３
％
）、
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
費
（
21
・

８
％
）
と
し
て
使
っ
て
い
る
と
い
う
平
均
的
大
体

大
生
像
が
浮
か
び
上
が
る
。

授
業
の
出
席
状
況
は
９
割
以
上
の
学
生
が
「
80

％
以
上
」（
92
・
１
％
）
と
回
答
し
て
お
り
、
履
修

科
目
全
体
の
授
業
内
容
の
理
解
度
は
「
ま
あ
ま
あ

で
き
て
い
る
」（
61
・
３
％
）、「
ほ
ぼ
理
解
で
き
て

い
る
」（
23
・
７
％
）
を
合
わ
せ
る
と
前
回
よ
り

１
・５
ポ
イ
ン
ト
高
い
85
・
７
％
の
学
生
が
「
授
業

を
理
解
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
１
日
の
自

習
時
間
、
朝
食
摂
取
状
況
、
図
書
館
利
用
を
ク
ロ

ス
し
て
み
る
と
、
自
習
時
間
が
長
く
、
朝
食
を
と

り
、
図
書
館
を
よ
く
理
解
す
る
学
生
ほ
ど
理
解
度

が
高
ま
っ
て
い
る
。

通
信
機
器
の
所
有
状
況
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
86
・
１
％
）・
パ
ソ
コ
ン
（
42
・
７
％
）
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
最
も
多
い
が
、
年
次
が
あ
が
る
ほ
ど

パ
ソ
コ
ン
の
所
有
が
多
く
な
り
、１
年
次
で
は
37
・

２
％
だ
っ
た
も
の
が
、
４
年
次
で
は
51
・
６
％
に

は
ね
あ
が
っ
て
い
る
。

ま
た
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
は

78
・
０
％
、「
ク
ラ
ブ
あ
る
い
は
同
好
会
・
サ
ー
ク

ル
」
に
参
加
し
て
い
る
の
は
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科
が
87
・
２
％
と
最
も
多
く
、
体
育
大
学

な
ら
で
は
の
実
態
が
分
か
る
。	

悩
み
や
課
題
に
つ
い
て
は
「
少
し
あ
る
」（
38
・

０
％
）「
あ
る
」（
30
・
８
％
）
で
学
生
全
体
の
７
割

弱
が
何
ら
か
の
悩
み
や
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
悩
み
や
課
題
と
し
て
「
就
職
・
進
路
な

ど
」（
53
・
４
％
）「
ク
ラ
ブ
活
動
」（
40
・
６
％
）、

「
学
業
」（
27
・
３
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

将
来
の
希
望
職
種
は
「
教
員
」
57
・
４
％
、「
企

業
」
35
・
５
％
が
２
強
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
大

学
で
の
学
生
生
活
の
満
足
度
と
し
て
は
「
満
足
」

（「
満
足
し
て
い
る
」
＋
「
や
や
満
足
し
て
い
る
」）

は
66
・
３
％
、「
不
満
足
」（「
不
満
足
で
あ
る
」
＋

「
や
や
不
満
足
で
あ
る
」）
の
７
・
８
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

学
生
委
員
会
は
「
大
学
で
学
生
が
よ
り
有
意
義

な
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
大
学
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
解
決
方
策
実
現
に
向
け
て
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成 27 年度
全体（N=2158）

満足している やや満足している どちらともいえない やや不満足である 不満足である 無回答

平成 26 年度
全体（N=2040）

平成 24 年度
全体（N=2030）

体育学部 スポーツ教育学科
（N=1078）

体育学部 健康・スポーツマネジメント科
（N=649）

健康福祉学部 健康福祉学科
（N=313）

教育学部 教育学科小学校教育コース
（N=62）

教育学部 教育学科保健体育教育コース
（N=52）

1 年次
（N=546）

2 年次
（N=563）

3 年次
（N=569）

4 年次
（N=475）

男
（N=1468）

女
（N=656）

27.4

28.3

25.5

25.9

28.8

26.2

46.8

28.8

29.5

24.5

25.1

31.2

26.2

29.9

38.9

40.1

37.6

37.3

40.2

43.5

22.6

50.0

34.6

35.7

41.1

45.5

37.0

43.9

22.7

22.0

24.6

25.1

19.9

21.7

21.0

11.5

4.0 3.8 3.2

4.3 4.2 1.1

6.5 5.2 0.6

4.3 4.5 3.0

3.5 2.9 4.6

4.5 3.8 0.3

4.8 3.2 1.6

1.9 0.0 7.7

20.7

26.5

26.2

3.5 4.0 7.7

6.2 4.6 2.5

2.8 3.5 1.2

16.4 3.6 2.5 0.8

24.3 4.6 5.0 2.9

19.1 2.9 0.6 3.7

トピックス
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平
成
28
年
度
の
定
期
体
力
測
定
を
４
月
7
、
8

日
及
び
23
日
（
再
測
定
）
に
実
施
し
た
。
１
日
目

は
嵐
の
よ
う
な
天
候
の
中
で
、
測
定
用
紙
が
風
で

飛
ば
さ
れ
、
プ
ー
ル
に
落
下
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
あ
っ
た
が
、
2
年
生
と
3
年
生
が
、
２
日
目
は

入
学
間
も
な
い
初
々
し
い
1
年
生
と
ベ
テ
ラ
ン
4

年
生
が
、
再
測
定
は
事
情
に
よ
り
両
日
参
加
で
き

な
か
っ
た
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
。

今
年
度
の
試
み
は
、
敏
し
ょ
う
性
の
測
定
と
し

て
実
施
し
て
き
た
10
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
、
切
り

返
し
動
作
の
際
の
安
全
性
や
、
全
体
を
よ
り
基
礎

的
な
項
目
に
絞
っ
た
こ
と
か
ら
削
除
と
し
た
。
こ

の
定
期
体
力
測
定
で
基
礎
的
な
体
力
を
中
心
と

し
、
各
種
目
別
の
専
門
的
な
体
力
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
測
定
を
実
施
す
る
。
そ
し

て
、
大
学
全
体
及
び
各
種
目
別
の
体
力
強
化
、
競

技
力
強
化
へ
少
し
で
も
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

別
表
で
わ
か
る
よ
う
に
参
加
率
は
、
体
育
学
部

男
子
で
1
.
8
％
、
女
子
で
2
.
2
％
の
向
上
が

見
ら
れ
た
。
毎
年
1
0
0
％
を
目
標
に
実
施
し
て

き
て
い
る
が
、
体
育
学
部
と
教
育
学
部
で
各
学
年

お
お
む
ね
95
％
以
上
の
参
加
率
を
得
た
こ
と
は
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
、
事
務
職
員
、
研
究
員
、

教
務
補
佐
、
大
学
院
生
や
測
定
員
を
お
願
い
し
た

学
生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
お
陰
で
す
。
こ
の
紙

面
よ
り
御
礼
い
た
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
体
力
測
定
部
会
、
中

井
俊
行　

体
育
学
部
准
教
授
】

体力測定に汗を流す学生たち

平成28年度定期体力測定（4月7・8日実施）及び
再体力測定（4月23日）結果について

定
期
体
力
測
定　

参
加
率
95
％
超
え
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３
氏
に
名
誉
教
授
授
与

名
誉
教
授
授
与
式
が
７
月
13
日
、
ス
タ
ー
ゲ
イ

ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
で
あ
り
、
岩
上
安
孝

学
長
か
ら
体
育
学
部
の
柏
森
康
雄
、
浅
野
幸
子
、

健
康
福
祉
学
部
の
駒
井
博
志
３
氏
に
、
長
年
勤
め

た
労
苦
に
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
、
称
号
が

授
与
さ
れ
た
。

柏
森
名
誉
教
授
は
、
１
９
７
０
年
３
月
、
東
京

教
育
大
（
現
筑
波
大
）
体
育
学
部
を
卒
業
し
て
す

ぐ
に
本
学
助
手
と
し
て
奉
職
、
91
年
に
教
授
に
な

り
、
体
育
学
部
長
、
副
学
長
を
歴
任
、
保
健
体
育

教
育
法
、体
育
の
授
業
研
究
な
ど
を
担
当
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
女
子
部
長
兼
監
督
と
し
て
指
導
、
ア
ジ

ア
大
会
（
86
年
、
ソ
ウ
ル
）、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

ザ
グ
レ
ブ
大
会
（
87
年
、
ク
ロ
ア
チ
ア
）
で
全
日

本
男
子
チ
ー
ム
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
帯
同
、
現
在

も
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長
を
し
て
い

る
。同

名
誉
教
授
は
「
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
称
号
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

で
す
」
と
話
し
た
。

浅
野
名
誉
教
授
は
、
１
９
７
０
年
３
月
、
横
浜

国
立
大
を
卒
業
、国
際
基
督
教
大
大
学
院
に
進
み
、

教
育
工
学
専
攻
修
士
課
程
、
同
博
士
課

程
満
期
退
学
、
97
年
本
学
教
授
、
カ
ナ

ダ
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
に
留
学
、
主
に
英
語
を
担
当
。
同
名

誉
教
授
は
「
体
育
大
学
で
教
養
教
育
の

立
場
で
教
え
る
に
は
、
最
初
は
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
魅
力
の
あ
る

大
学
で
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

駒
井
名
誉
教
授
は
、
関
西
学
院
大
、

同
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
、
精
神
社

会
福
祉
論
、
精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術

論
を
担
当
、
精
神
障
害
者
の
地
域
で
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
経
営
を

行
う
と
と
も
に
、就
労
支
援
を
目
指
し
、

個
別
的
支
援
や
職
場
開
拓
を
行
っ
て
き

た
。
同
名
誉
教
授
は
「
健
康
福
祉
学
部

開
設
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

閉
部
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

大
学
で
の
仕
事
が
２
年
あ
る
の
で
、
最

後
ま
で
努
め
を
果
た
し
ま
す
」
と
感
慨

深
げ
だ
っ
た
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
会
会
長
賞
を
受
賞
し
て

体
育
学
部
教
授　

藤
本
淳
也

７
月
16
、
17
両
日
、
順
天
堂
大
御
茶
ノ
水
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
平
成
28
年
日
本
ス
ポ
ー
ツ
産

業
学
会
第
25
回
学
会
大
会
で
、
学
会
会
長
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
政
策
提
案
コ
ン
ペ
に

応
募
し
、
応
募
32
案
の
中
か
ら
第
一
次
審
査
、
第

二
次
審
査
、
そ
し
て
最
終
審
査
を
経
て
、
審
査
員

や
学
会
員
の
方
々
か
ら
評
価
を
得
ら
れ
た
こ
と
だ

け
で
な
く
、最
終
審
査
に
お
い
て
鈴
木
大
地
ス
ポ
ー

ツ
庁
長
官
の
前
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
得
ら
れ
た
こ
と
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

受
賞
し
た
政
策
案
は
、
ア
ジ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
界

に
詳
し
い
上
田
滋
夢
先
生
（
追
手
門
学
院
大
）
と

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
詳
し
い
林
恒
宏
先
生
（
大
阪
成
蹊

大
）
と
共
に
考
え
て
発
表
し
た
「
ア
ジ
ア
に
お
け

る
人
材
育
成
を
通
し
た
日
本
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
長

期
的
成
長
戦
略
」
で
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
基

づ
い
た
人
材
育
成
が
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
長
期
的
か
つ
持

続
的
発
展
に
つ
な
が
る
、
②
ス

ポ
ー
ツ
庁
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
だ
か
ら
取
り
組
む

べ
き
人
材
育
成
へ
の
投
資
、
③

ア
ジ
ア
各
国
で
活
躍
す
る
人
材

育
成
に
多
様
な
文
化
・
社
会
を

象
徴
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ア

ジ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ａ
Ｆ
Ｃ
）

の
協
力
を
得
て
日
本
が
行
う
、

で
す
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
政
府

開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の
ス
ポ
ー

ツ
産
業
人
材
育
成
事
業
版
で

す
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
ス
ポ
ー

ツ
組
織
や
、
政
府
機
関
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

し
、
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と

基
本
的
人
権
の
推
進
、
人
道
支
援
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
が
、
長
期
的
に
見
て
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
産

業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

現
在
、「
２
０
２
０
年
以
降
」
へ
向
け
て
の
ス

ポ
ー
ツ
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
人
材
育
成
に

注
力
す
べ
き
で
あ
り
、
優
れ
た
人
材
こ
そ
が
未
来

に
残
す
べ
き
最
も
重
要
な
「
資
産
」
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
卒
業
生
が
国
内
外
の

ス
ポ
ー
ツ
界
で
活
躍
す
る
本
学
も
、
こ
れ
ま
で
通

り
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
「
資
産
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

トピックス

名誉教授号を受けた駒井（左から2番目）、柏森、浅野　3氏

会長賞を受ける藤本教授（右）
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ア
ス
リ
ー
ト
が
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
い
く
上
で
、

傷
害
・
外
傷
を
予
防
す
る
こ
と
や
、
健
康
を
保
つ

こ
と
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
と
並
ん
で
最

も
重
要
な
課
題
の
一
つ
だ
。
欧
米
を
中
心
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
の
研
究
分
野
で
は
、
こ
の
よ

う
な
研
究
ト
ピ
ッ
ク
で
科
学
的
研
究
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
I
O
C
）
は
、
世
界
中
に
９
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
障

害
・
外
傷
予
防
な
ど
の
研
究
を
行
う
研
究
セ
ン
タ
ー

を
認
定
し
て
お
り
、
韓
国
の
延
世
大
も
2
0
1
4

年
に
I
O
C
に
認
定
さ
れ
た
研
究
セ
ン
タ
ー
の
一

つ
だ
。

昨
年
９
月
18
日
、
本
学
体
育
学
部
の
下
河
内
洋

平
准
教
授
は
、
延
世
大
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、「IO

C Research Center for Preven-
tion of Injury and Protection of A

thletic 
H

ealth Sym
posium

」
に
招
待
さ
れ
、
２
つ
の

テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。
一
つ
目
は
「
前
十
字

靭
帯
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
）
損
傷
予
防
の
た
め
の
着
地
の
メ

カ
ニ
ク
ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
同
准
教
授
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
科
学
的
研
究
の
成
果
や
、

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
Ａ
Ｃ
Ｌ
損
傷
の
予
防
方

法
に
関
し
て
だ
っ
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
全
米
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
協
会
が
発
行
す
る
学
術
誌
、Jour-

nal of A
thletic T

raining

副
編
集
長
で
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
大
の
ジ
ェ
イ
・
ハ
ー
ト
ル
教
授
も
招
待
さ

れ
、
同
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
、「
慢
性
的
足
関
節
不

安
定
症
」
に
関
し
て
講
演
し
た
。
さ
ら
に
、
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
同
教
授
と
下
河
内
准
教
授
は
、

米
国
、
日
本
の
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
育
の
現
状
や
課
題
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を

行
っ
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
日
、
下
河
内
准
教

授
と
ハ
ー
ト
ル
教
授
は
、延
世
大
で
ス
ポ
ー
ツ
医
・

科
学
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
大
学
院
生
ら
が
開
催

し
た
研
究
会
に
も
参
加
し
、
大
学
院
生
や
教
員
ら

と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。

同
大
学
と
は
、
本
年
度
、
本
学
大
学
院
生
ら
を

交
え
た
国
際
学
術
交
流
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
同
大
学
の
I
O
C
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
セ

イ
・
ヨ
ン
・
リ
ー
准
教
授
と
下
河
内
准
教
授
は
、

今
後
も
継
続
的
に
学
術
的
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
、
学
術
交
流
を
行
っ

て
い
く
予
定
だ
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
支
援
金
授
与

7
年
連
続
7
回
目

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

−

り
ん
く
う

本
学
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
北
川
憲
一
郎
セ
ン

タ
ー
長
）
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
活
動
が
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

−

り
ん

く
う
に
認
め
ら
れ
、
７
月
13
日
、
岡
本
尚
子
会
長

ら
６
人
が
本
学
を
訪
れ
、
学
長
応
接
室
で
岡
本
会

長
か
ら
岩
上
安
孝
学
長
に
支
援
金
と
Σ
バ
ッ
ジ
が

贈
ら
れ
た
。
本
学
の
受
賞
は
７
年
連
続
７
回
目
。

岡
本
会
長
が
「
大
阪
体
育
大
学
の
学
生
た
ち
が
、

日
ご
ろ
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
活
動

は
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
で
も
高
く
評
価
し

て
い
ま
す
。
支
援
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
、
岩
上
学
長
は
「
本
学
の
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
今
年
も
引
き
続
き
支
援
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
る
。
大
学
と
し
て
は
今
後
も
社
会

貢
献
や
地
域
貢
献
に
強
く
後
押
し
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

〈
シ
グ
マ
ソ
サ
エ
テ
ィ
〉
学
校
と
地
域
社
会
の
た

め
に
奉
仕
し
、
指
導
的
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
諸

活
動
に
協
力
し
、
社
会
に
貯
め
に
尽
く
す
団
体
を

指
す
。
Σ
は
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
S
に
当
た
る
Σ
に

由
来
し
、
S
e
r
v
i
c
e
の
S
を
示
す
。

〈
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

生
を
募
り
、
近
隣
の
小
学
校
や
中
学
校
の
教
員
の

授
業
や
運
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
、
教
員
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
実
際

に
現
場
で
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

下
河
内
准
教
授
、
延
世
大
で
招
待
講
演

質問に答える下河内准教授（右）

国際ソロプチミスト大阪ーりんくうの会員たちと記念撮影する岩上学長たち

岡本会長（右）から支援金を受ける岩上学長
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復
興
支
援
に
返
礼

南
相
馬
市
か
ら
来
学

本
学
の
学
生
が
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県

南
相
馬
市
の
応
急
仮
設
住
宅
友
伸
グ
ラ
ン
ド
集
会

所
サ
ロ
ン
か
ら
5
人
が
5
月
25
日
来
学
、
学
生
と

の
親
睦
を
深
め
た
。　

復
興
支
援
活
動
で
あ
る
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン

プ　

被
災
地
復
興
支
援
活
動　

ｉ
ｎ　

福
島
」
は

震
災
が
あ
っ
た
２
０
１
１
年
か
ら
行
わ
れ
、
学
生

が
被
災
地
で
あ
る
南
相
馬
市
の
仮
設
住
宅
で
生
活

を
す
る
人
た
ち
に
復
興
に
向
け
て
の
作
業
の
お
手

伝
い
や
、
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

5
人
は
午
前
中
に
学
内
の
施
設
を
見
学
し
た

後
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
東
北
復
興
支
援
活
動

の
報
告
会
に
出
席
し
、
学
生
た
ち
が
2
月
29
日
か

ら
3
月
3
日
の
4
日
間
、
南
相
馬
市
で
行
っ
た
活

動
に
つ
い
て
の
報
告
を
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
熱

心
に
聴
い
て
い
た
。

学
生
た
ち
は
報
告
会
で
「
外
遊
び
が
少
な
く
な

っ
た
子
ど
も
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行
っ
た
り
、

菜
園
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
撤
去
な
ど
、
自
分
た

ち
は
今
何
が
出
来
て
、
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

か
を
考
え
支
援
活
動
を
行
っ
た
」
と
報
告
。

サ
ロ
ン
の
代
表
を
務
め
る
杉
重
博
会
長
は
、
全

国
か
ら
の
支
援
活
動
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
長
い
避

難
生
活
が
続
く
中
で
必
要
と
し
て
い
る
も
の
の
中

の
一
つ
と
し
て
心
の
ケ
ア
を
挙
げ
、
ま
た
「
生
活

環
境
が
整
っ
て
も
若
者
の
3
割
は
ふ
る
さ
と
に
戻

ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
状
態
で
本
当
に

復
興
と
言
え
る
の
か
」
と
現
状
に
疑
問
を
呈
し
た
。

そ
の
後
5
人
は
学
生
食
堂
で
、“
日
替
わ
り
定

食
”
を
食
し
、
午
後
か
ら
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

Ⅰ
の
授
業
を
体
験
し
、
学
生
と
の
交
流
を
大
い
に

楽
し
み
、
再
会
を
約
束
し
た
。

報告会であいさつをする杉会長

トピックス

学生と一緒にレクリエーションの授業を体験する南相馬の人たち

学
友
会
と
サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
協
力
し
て
、
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
方
を
震
源
と
し
た
熊
本
・
大

分
地
震
で
被
災
し
た
人
た
ち
を
支
援
す

る
た
め
、
４
月
19
日
か
ら
５
月
13
日
ま

で
、
給
品
部
レ
ジ
横
、
食
堂
レ
ジ
横
、

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
レ
ジ
横
の
３
カ
所
に
「
今
、

で
き
る
こ
と
を
」
と
書
い
た
ポ
ス
タ
ー

を
張
り
、
募
金
活
動
を
し
た
。

春
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
（
４
月
21
、
22
、
25
、
26
日
）
の
昼

休
み
時
間
帯
に
は
学
内
募
金
を
行
い
、

総
額
19
万
４
８
５
４
円
の
浄
財
が
集
ま

り
、
同
時
に
書
い
て
も
ら
っ
た
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一
緒
に
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
っ
た
。

募
金
箱
を
手
に
し
た
学
友
会
員
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

が
昼
休
み
に
「
被
災
地
の
支
援
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
と
「
小

額
だ
け
ど
」
と
言
い
な
が
ら
募
金
箱
に

お
金
を
入
れ
た
り
「
ご
苦
労
様
で
す
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
協
力
す

る
学
生
な
ど
も
お
り
、
学
内
募
金
だ
け

で
14
万
８
１
５
３
円
も
集
ま
っ
た
。

両
グ
ル
ー
プ
は
「
募
金
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
た
。

学友会、サンライズプロジェクト募金活動
熊本・大分震災義援金

募金活動をする学生たち
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国
際
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
長
、

ガ
レ
ス
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
博
士
と
、
ロ
マ
ン
・
フ

ァ
ラ
ナ
博
士
に
よ
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
が
7
月
15

日
、
本
学
で
行
わ
れ
た
。

ア
ー
ウ
ィ
ン
博
士
は
体
操
競
技
の
元
英
国
代

表
選
手
、
代
表
コ
ー
チ
の
経
験
を
持
つ
研
究
者

で
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会

（
I
S
B
S
）
の
学
会
長
。
フ
ァ
ラ
ナ
博
士
も
元

体
操
競
技
選
手
で
、
I
S
B
S
の
N
e
w 

I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r 

A
w
a
r
d

を
受
賞
す
る
な
ど
研
究
者
と
し
て
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
。

「
体
操
競
技
の
応
用
科
学
」
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

向
上
と
障
害
予
防
、
演
技
評
価
に
向
け
た
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
題
さ
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
藤
原
敏
行
体
育
学
部
准
教
授
が

通
訳
を
務
め
、
30
人
あ
ま
り
の
受
講
者
が
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
本
学
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
対

象
事
業
と
し
て
、
つ
り
輪
と
あ
ん
馬
の
２
種
目

で
、
本
学
独
自
の
測
定
装
置
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
学
習
者

が
主
観
的
感
覚
と
客
観
的
情
報
を
混
ぜ
合
わ
せ

な
が
ら
よ
り
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え

る
よ
う
に
し
、
多
く
の
デ
ー
タ
測
定
を
可
能
に

す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
の
促
進
を

目
指
し
て
い
る
。

16
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
D
A
S
H

（
大
体
大
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
＆
ハ
イ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
本
研
究

に
よ
る
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
測
定
を
通
じ
、

器
械
体
操
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
可
視
化
と
客

観
化
が
、
選
手
自
身
の
自
律
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

促
す
と
共
に
、
更
な
る
コ
ー
チ
ン
グ
力
の
向
上

に
資
す
る
と
展
望
し
、
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
と
は

別
の
側
面
で
、
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

研
究
倫
理
講
習
会
に
１
４
８
人

第
2
回
研
究
倫
理
講
習
会
が
5
月
18

日
、
本
学
に
野
内
玲
氏
（
信
州
大
医
学

部　

C
I
T
I　

J
a
p
a
n　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

特
任
助
教
）
を
講
師
に
招

い
て
行
わ
れ
、
本
学
の
教
員
、
大
学
院

生
、
研
究
に
関
わ
る
事
務
職
員
1
4
8

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
２
０
１
４
年
8
月
に

文
科
省
が
「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正

行
為
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
定
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
昨

年
初
め
て
行
わ
れ
、
昨
年
は
指
定
し
た

教
職
員
の
全
員
が
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習
形
態
）

を
利
用
し
た
学
習
を
行
っ
た
。
不
正
防

止
対
策
の
さ
ら
な
る
理
解
や
、
意
識
を

高
め
る
た
め
に
研
究
倫
理
教
育
は
全
学

的
な
取
り
組
み
と
し
て
徹
底
す
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
、
今
年
も
開
催
と
な
っ
た
。

野
内
氏
は
「
研
究
倫
理
教
育
の
背
景
」

や
「
研
究
倫
理
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
話

や
「
研
究
不
正
の
定
義
」
を
説
明
し
「
文

科
省
や
資
金
分
配
機
関
の
ル
ー
ル
も
ど

の
分
野
の
習
慣
も
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
あ
る
時
代
に
通

用
し
た
慣
習
が
い
つ

の
ま
に
か
時
代
遅
れ

と
な
る
」
と
し
「
だ

か
ら
研
究
倫
理
・
研

究
公
正
の
継
続
的
な

教
育
が
必
要
だ
」
と

説
い
た
。

ま
た
前
島
悦
子
研

究
倫
理
教
育
推
進
部

会
長
（
体
育
学
部
教

授
）
か
ら
、
e
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
説
明
も
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち

の
倫
理
意
識
は
大
き

く
高
ま
っ
た
。

講演する野内氏

スポーツバイオメカニクス�
� 特別セミナー

体操競技の応用科学

講演するロマン・ファラナ博士（上）、
ガレス・アーウィン博士アーウィン博士の講演データ
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教
職
員
の
た
め
の

特
別
講
演
会

10
年
後
を
見
据
え
た
大
学
改
革
の
方
向
性

教
職
員
の
た
め
の
特
別
講
演
会
は
７
月
14
日
、

本
学
中
央
棟
大
会
議
室
に
株
式
会
社
「
学
び
」
の

寺
裏
誠
司
社
長
を
講
師
に
招
い
て
行
わ
れ
た
。

講
演
会
で
寺
裏
社
長
は
、
約
２
０
０
人
の
教
職

員
を
前
に
「
10
年
後
を
見
据
え
た
大
学
改
革
の
方

向
性
」
を
テ
ー
マ
に
「
未
来
予
測
か
ら
見
え
る
大

学
淘
汰
を
加
速
す
る
４
つ
の
外
圧
」「
中
長
期
レ
ン

ジ
で
の
生
き
残
り
の
可
能
性
」「
今
す
ぐ
実
施
で

き
、
成
果
の
高
い
改
革
成
功
事
例
」
な
ど
を
詳
し

く
説
明
、
私
立
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
課

題
な
ど
、
こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
重
要
な
点
を
話

し
た
。

本
学
の
10
年
後
の
外
的
環
境
を
展
望
す
る
た

め
、
50
周
年
を
迎
え
た
大
学
が
新
た
な
道
を
踏
み

出
し
、
５
年
後
の
学
園
１
０
０
周
年
を

見
据
え
、
教
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
大

学
を
し
っ
か
り
見
渡
せ
る
こ
と
が
大
切

と
し
、
次
年
度
か
ら
大
学
設
置
基
準
で
、

全
学
的
な
教
職
員
対
象
の
Ｓ
Ｄ
（
標
準

偏
差
）
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
中
、

ま
す
ま
す
教
職
協
同
の
充
実
性
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の
講
演

会
に
な
っ
た
。

寺
裏
社
長
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
（
現
リ

ク
ル
ー
ト
Ｈ
Ｄ
）
で
24
年
間
一
貫
し
て

教
育
機
関
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
従
事
し
、
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
学
校
改
革
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
「
学
び
」
を
設
立
、

こ
れ
ま
で
に
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
、

約
２
５
０
校
、
高
校
、
約
２
５
０
０
校

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
に
当
た
っ

て
い
る
。

教
職
員
た
ち
は
講
演
を
真
剣
に
聴
き
、

よ
り
一
層
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
向

け
て
一
丸
と
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
さ
を
再
確
認
し
て
い
た
。

大
学
院
特
別
セ
ミ
ナ
ー

大
学
院
の
後
期
授
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
週
月

曜
日
に
外
部
講
師
を
招
い
て
授
業
を
行
う「
ス
ポ
ー

ツ
科
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
１
回
目
が
9
月
19
日
に

あ
り
、
東
海
大
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
所
の
小
澤

治
夫
教
授
（
医
学
博
士
）
が
「
勢
い
の
あ
る
体
育

授
業
と
体
育
教
材
の
作
り
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
保
健
体
育
教
員

を
目
指
す
学
部
生
も
多
く
参
加
し
、
同
教
授
の
実

体
験
を
踏
ま
え
た
様
々
な
視
点
か
ら
の
話
は
大
盛

況
だ
っ
た
。

授
業
は
、
ま
ず
全
員
で
「
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・

パ
ー
」
の
ボ
イ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
、
ボ
デ
ィ
ー

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
声
と
身
体
を
使
っ
た
動

き
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
も
同
教
授
の
迫
力
の
あ

る
声
と
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
セ
ミ
ナ
ー
が
続

い
た
。

同
教
授
は
、
筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
学
校
・
高

等
学
校
で
25
年
間
教
鞭
を
と
り
、
北
海
道
教
育
大

を
経
て
、現
在
は
東
海
大
で
保
健
体
育
科
教
育
学
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
、
発
育
発
達
学
、
教
師
教
育

を
専
門
と
し
て
お
り
、
専
門
知
識
も
幅
広
い
。
体

育
教
師
に
は
「
意
味
の
あ
る
こ
と
を
熱
意
を
も
っ

て
上
手
に
教
え
る
」
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
必
要

で
あ
る
か
と
説
き
、
参
加
者
た
ち
の
心
に
も
響
い

た
様
子
だ
っ
た
。

トピックス

寺裏社長の講演を熱心に聴く教職員

ユーモアたっぷりに話す小澤教授

ボディーパーカッションをする院生たち
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歯
切
れ
の
良
い
口
調
か
ら
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
。
枚
方

市
立
第
三
中
学
校
の
校
長
で
定
年

を
迎
え
た
。
そ
の
後
の
５
年
間
、

大
阪
府
教
委
の
学
校
支
援
員
と
し

て
、
児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上
に

尽
く
し
た
。
そ
れ
も
終
え
た
ら
、

市
教
育
長
の
重
責
が
待
っ
て
い

た
。
新
教
育
制
度
で
、
教
育
長
と

教
育
委
員
長
の
二
本
立
て
だ
っ
た

も
の
が
教
育
長
一
本
に
な
っ
た
。

権
限
と
責
任
の
重
大
さ
が
ず
っ
し

り
の
し
か
か
っ
た
。

教
育
長
と
し
て
学
校
支
援
員
の

５
年
間
、
教
育
を
客
観
的
に
見
ら

れ
た
の
が
役
立
っ
て
い
る
と
言

う
。
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
を
誇
っ
て
い
た
枚
方
市
が
、

平
成
19
年
度
を
境
に
下
降
線
を
た

ど
っ
て
い
た
。「
何
故
か
？
」。
枚

方
市
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
家

庭
教
育
に
恵
ま
れ
、学
力
が
高
い
。

学
校
に
頼
ら
な
く
て
も
学
力
は
保

持
で
き
る
。
逆
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

で
は
、
き
め
細
か
い
手
厚
い
指
導

が
受
け
ら
れ
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
学
校
が
体
力
、知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
取
れ
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
…
。
初
年
度

は
学
力
向
上
に
全
力
を
上
げ
る
こ

と
に
し
た
。
各
校
の
校
長
と
話
し

合
い
、
中
、
高
校
の
教
員
は
「
講

義
形
授
業
を
良
し
と
し
て
い
る
」

こ
と
に
問
題
あ
り
と
見
る
。
子
ど

も
た
ち
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、

決
し
て
講
義
形
授
業
で
は
な
い
の

だ
。月

１
回
、
強
化
部
会
を
開
き
、

定
期
テ
ス
ト
、
授
業
方
法
な
ど
を

徹
底
的
に
話
し
合
う
。
教
員
の
力

を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を
見

直
す
た
め
に
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
授
業
改
善
、
家
庭
教
育

が
大
事
だ
と
力
を
込
め
た
。
録
画

し
た
授
業
中
の
教
員
の
ビ
デ
オ
を

題
材
に
、
部
会
で
意
見
交
換
、
そ

こ
か
ら
「
良
い
授
業
の
進
め
方
」

を
学
べ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

大
体
大
の
後
輩
た
ち
に
は
「
自

信
を
持
て
。
得
意
分
野
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
伸
ば
せ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
る
。【
相
馬
卓
司
、
写
真
も
】

×
×
×
×
×

〈
略
歴
〉　

大
体
大
５
期
生
。中
、

高
校
時
代
は
陸
上
、
水
泳
、
柔
道

部
を
体
験
し
た
が
、
大
学
で
は
部

活
を
せ
ず
、
茨
木
Ｓ
Ｃ
で
水
泳
の

指
導
員
。
週
に
１
回
は
ジ
ム
通
い
。

２
年
近
く
毎
日
、
腕
立
て
伏
せ

２
０
０
回
を
欠
か
さ
な
い
。
妻
と

二
女
。

ひとひと
奈良　渉さん（66）

新教育委員会制度施行後、初の本学OB教育長（枚方市）

山
本
走
り
幅
跳
び
進
化
の
銀
、８
㌢
及
ば
ず

リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

南
米
で
初
め
て
9
月
8
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
第
15
回

夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
は
9

月
18
日
（
日
本
時
間
19
日
）
閉
幕
し
た
。
１
５
９
の
国
と

地
域
か
ら
約
４
３
０
０
人
の
選
手
が
出
場
し
て
22
競
技
、

５
２
８
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
大
会
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

五
輪
並
み
に
中
継
、
各
マ
ス
コ
ミ
も
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ

記
事
と
し
て
掲
載
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ン
ル
に
入
っ
た
。

日
本
は
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
8
個
上
回
る
24
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
が
、初
参
加
し
た
東
京
大
会（
１
９
６
４

年
）
以
来
初
め
て
金
０
に
終
わ
っ
た
。
ス
ズ
キ
浜
松
Ａ
Ｃ

の
山
本
篤
選
手
（
大
体
大
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
認
定
ア
ス
リ
ー
ト
／

大
学
院
博
士
後
期
課
程
12
期
生
）
は
、
男
子
４
０
０
㍍
リ

レ
ー
（
Ｔ
42
︱
Ｔ
47
）
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
４
着
で
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
た
が
、
1
位
の
米
国
が
失
格
し
て
銅
メ
ダ
ル
と

な
っ
た
。
男
子
１
０
０
㍍
（
Ｔ
42
＝
切
断
／
機
能
＝
）
で

7
位
入
賞
、
世
界
記
録
も
樹
立
し
て
得
意
と
す
る
走
り
幅

跳
び
で
「
金
」
を
期
待
さ
れ
た
が
、
現
在
の
世
界
記
録
保

持
者
の
ポ
ポ
フ
（
独
）
に
８
㌢
及
ば
ず
、
６
㍍
62
で
銀
メ

ダ
ル
と
な
っ
た
。

１
、２
回
を
失
敗
し
た
山
本
は
3
回
目
で
ペ
ー
ス
を
取
り

戻
し
て
3
位
に
付
け
、
4
回
目
に
観
客
に
手
拍
子
を
求
め

て
助
走
、
６
㍍
62
を
記
録
し
て
2
位
に
浮
上
、
1
回
目
で

６
㍍
70
を
記
録
し
た
ポ
ポ
フ
に
最
終
跳
躍
で
逆
転
優
勝
に

挑
ん
だ
が
、
結
局
、
4
回
目
が
ベ
ス
ト
記
録
に
な
っ
た
。

山
本
は
「
悔
し
い
。
８
㌢
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
く

さ
ん
の
観
客
を
味
方
に
つ
け
て
、
す
べ
て
を
ぶ
つ
け
よ
う

と
思
っ
た
。
金
色
を
取
れ
ば
英
雄
に
な
れ
る
と
思
っ
た
が

（
こ
れ
が
）
実
力
で
す
」
と
悔
し
が
っ
た
。

ス
タ
ン
ド
に
は
母
校
・
大
体
大
の
陸
上
競
技
部
員
が
寄

せ
書
き
し
て
壮
行
会
で
贈
ら
れ
た
大
き
な
旗
が
張
ら
れ
、

山
本
は
日
章
旗
を
手
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
て
い
た
。
34
歳
の
山
本
は
「
ま
だ
進
化
し
て
い
る

の
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
４
年
後
を
に
ら
ん
だ
。

※�

日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
Ｒ
ｉ
ｏ　

２
０
１
６　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、
毎
日
新

聞
デ
ジ
タ
ル
版
、
ス
ポ
ニ
チ
ア
ネ
ッ
ク
ス
な
ど
。
写
真

は
自
身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
。

走り幅跳びで銀メダルを獲得した山本篤選手
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６
９
８
人
仲
間
に

～
平
成
28
年
度
入
学
式
～

平
成
28
年
度
の
入
学
式
が
4
月
2

日
、
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア

ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
大
学
院
生
29
人
、

学
部
生
６
６
９
人
が
希
望
を
胸
に
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
＝
写
真
＝

式
典
で
は
学
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
岩
上
安
孝
学
長
が

「
一
人
ひ
と
り
が
、自
分
の
時
間
を
大
切

に
し
、
一
日
一
日
を
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
く
生
活
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
努

め
、
悔
い
の
な
い
大
学
生
活
は
も
と
よ

り
、
将
来
の
自
立
に
向
け
た
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
式
辞

を
述
べ
、
野
田
賢
治
理
事
長
は
「（
50
年

の
）
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
大
体
大
生
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
日
々
研
さ
ん

を
積
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を

目
指
し
て
欲
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言

葉
を
送
っ
た
。

こ
の
あ
と
3
人
が
新

入
生
総
代
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
壇
上
に
上
が
り
、

大
学
院
の
山
本
葵
さ
ん

は
「
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ

力
に
背
中
を
押
さ
れ
、

ま
た
人
の
背
中
を
押
す

手
助
け
が
で
き
る
よ
う

に
楽
し
く
、
そ
し
て
厳

し
い
姿
勢
で
研
究
と
勉

学
に
励
む
」、
体
育
学

部
の
佃
航
佑
さ
ん
は

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
人
々

に
勇
気
や
感
動
、
そ
し

て
元
気
を
与
え
ら
れ
る

人
材
に
な
り
た
い
」、

教
育
学
部
の
楠
井
克

弥
さ
ん
は
「
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
、
夢

の
実
現
に
向
け
精
進
す

る
」
と
誓
っ
た
。

本学ＯＢ、ＯＧの五輪出場選手
年 開催地 氏名 種目 卒業年度 当時所属

1972 ミュンヘン 山　三保子 走高跳 Ｓ46 岡輝中教員
1976 モントリオール 山﨑　京子 アーチェリー Ｓ51 ４年生
1980 モスクワ 日本不参加
1984 ロサンゼルス 志賀　良弘 ハンドボール Ｓ53 ワクナガ薬品

高見　公明 ボクシング Ｓ57 奈良県・王寺工業高校教諭
石森　宏一 レスリング Ｓ58 大阪府警

1988 ソウル 山本　興道 ハンドボール Ｓ57 大崎電気
玉村　健次 ハンドボール Ｓ57 湧永製薬
山村　敏之 ハンドボール Ｓ61 本田技研

高智　美津穂 シンクロ Ｈ3 １年生(韓国代表として）
1992 バルセロナ 高山　亜樹 シンクロ Ｈ3 ラサ スイミングスクール
1996 アトランタ
1998 長野 小野田　稔也 ボブスレー Ｈ4 グローバリー
2000 シドニー
2004 アテネ 上原　浩治 野球 Ｈ10 読売ジャイアンツ
2008 北京 上山　容弘 トランポリン Ｈ18 大学院２年

小村　恵理佳 シンクロ Ｈ16 井村シンクロクラブ
上原　浩治 野球 Ｈ10 読売ジャイアンツ

2012 ロンドン 上山　容弘 トランポリン Ｈ18 大学院3年
2016 リオデジャネイロ 藤春　廣輝 サッカー Ｈ23 ガンバ大阪

パラリンピック出場選手
年 開催地 氏名 種目 修了年度 当時所属

2008 北京 山本　篤 陸上競技 Ｈ24 スズキ浜松ＡＣ
2012 ロンドン 山本　篤 陸上競技 Ｈ24 スズキ浜松ＡＣ
2016 リオデジャネイロ 山本　篤 陸上競技 Ｈ24 スズキ浜松ＡＣ

お
詫
び　

7
月
15
日
発
行
の
O
U
H
S
ス
ポ
ー
ツ
26

号
に
掲
載
し
た
「
本
学
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
五
輪
出
場
者
」

中
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
の
高
山
亜
樹
さ
ん
、
長
野
五
輪

の
小
野
田
稔
也
さ
ん
が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
、
一
覧
表
を
掲
載
し
ま
す
。

トピックス

硬
式
野
球
女
子
準
優
勝

優
勝
ま
で
あ
と
一
歩
に
笑
顔
な
し

高
校
、
大
学
、
社
会
人
が
頂

点
を
目
指
す
、
全
日
本
女
子
硬

式
野
球
選
手
権
大
会
は
、
８
月

６
日
か
ら
10
日
ま
で
、松
山
市
の

マ
ド
ン
ナ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
メ
ー
ン

に
行
わ
れ
、大
体
大
は
決
勝
で
、

環
太
平
洋
大
に
４
︱
７
で
敗
れ

た
が
、
準
優
勝
の
栄
誉
に
浴
し

た
。
昨
年
は
初
戦
敗
退
の
大
体

大
は
、
09
年
の
創
部
以
来
最
高

の
成
績
を
収
め
た
。

決
勝
で
は
先
発
の
エ
ー
ス
・
徳

原
美
穂
（
体
育
２
年
）
が
初
回

か
ら
つ
か
ま
り
、
失
策
な
ど
も
あ

っ
て
一
挙
６
失
点
で
い
き
な
り
劣

勢
に
立
た
さ
れ
た
。大
体
大
は
そ

の
裏
２
得
点
、四
回
に
も
２
得
点

と
徐
々
に
点
差
を
詰
め
る
が
、四

回
１
死
か
ら
登
板
し
た
環
太
平

洋
大
の
横
手
投
げ
の
投
手
の
前

に
沈
黙
。最
終
回
に
２
死
満
塁
と

い
う
好
機
を
得
て
、
日
本
代
表

候
補
に
も
入
っ
た
田
中
亜
里
沙

（
同
２
年
）
が
左
翼
ス
タ
ン
ド
ま

で
あ
と
数
㍍
と
い
う
大
飛
球
を

放
っ
た
も
の
の
相
手
の
左
翼
手
に

阻
ま
れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、優
秀
選
手
賞

に
も
選
出
さ
れ
た
森
本
華
菜
主

将
（
同
4
年
）
は
「
今
ま
で
の

チ
ー
ム
以
上
に
練
習
を
や
っ
て
き

て
、
そ
れ
を
（
最
後
に
）
出
せ
な

く
て
」
と
決
勝
で
の
敗
戦
に
悔
し

さ
を
滲
ま
せ
た
が
、
チ
ー
ム
は
昨

年
の
初
戦
敗
退
と
い
う
結
果
か

ら
「
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
試
合
を
想
定
し
た

日
々
の
練
習
で
自
信
を
つ
け
て
き

た
」
と
大
躍
進
を
遂
げ
た
。

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
結
果

に
も
、サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
が
目
前
に

迫
っ
て
い
た
だ
け
に
、
優
勝
が
消

え
て
し
ま
い
、準
優
勝
に
も
選
手

た
ち
の
笑
顔
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

準優勝した硬式野球女子の選手たち
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◆
◇
確
か
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
の
井
村
雅

代
監
督
に
聞
い
た
の
だ
と
思

う
。
五
輪
の
メ
ダ
ル
を
「
銀

は
金
よ
り
良
い
。
銅
は
金
と

同
じ
」
と
評
し
た
。
つ
ま
り
銀
と
銅
を
分
解
す

る
と
こ
う
な
る
の
だ
と
言
う
。
銀
は
金
偏
に
艮

だ
か
ら
良
し
か
ら
点
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
の
際
そ
れ
は
置
い
て
お
こ
う
。
◆
◇

初
め
て
シ
ン
ク
ロ
が
登
場
し
た
の
は
１
９
８
４

年
の
ロ
ス
五
輪
か
ら
で
、
毎
日
新
聞
の
特
派
員

と
し
て
五
輪
前
か
ら
井
村
さ
ん
を
追
い
か
け
て

取
材
し
た
も
の
だ
。
も
っ
と
も
そ
の
当
時
、
井

村
さ
ん
宅
と
拙
宅
は
お
隣
さ
ん
同
士
だ
っ
た
。

◆
◇
シ
ド
ニ
ー
五
輪
（
２
０
０
０
年
）
の
後
日

談
と
し
て
井
村
さ
ん
に
聞
い
た
の
は
「
金
し
か

メ
ダ
ル
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
子
が
い
た
の

よ
。
頭
に
き
た
わ
」。
井
村
さ
ん
は
、
選
手
た
ち

に
立
派
な
銀
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
の
だ
か
ら

無
理
は
な
い
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
リ
オ
帰
り

に
各
Ｔ
Ｖ
局
に
引
っ
張
り
だ
こ
だ
っ
た
井
村
さ

ん
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
「
井
村
さ
ん
は
ロ
ス

か
ら
リ
オ
ま
で
全
て
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
せ
て
い

ま
す
ね
」
に
「
金
が
な
い
も
の
」
と
言
っ
た
。

本
心
だ
ろ
う
。
マ
ス
コ
ミ
が
「
金
、
金
、
金
」

と
騒
ぎ
た
て
る
の
も
如
何
と
は
思
う
が
、
東
京

五
輪
で
は
「
金
」
に
た
ど
り
着
い
て
欲
し
い
が

僕
の
本
心
だ
。�

【
相
馬
卓
司
】

コラム

体育学部教授�　 滝 瀬 定 文

カワハギ・イラチ学
イカダはガラガラ状態。気分良く自分だけの釣りを楽

しんでいました。ところが、午後の便がやってきて、「初
めてやから一緒に釣らせたってや〜」と船頭の第一声で
途端に息苦しくなりました…。内心嫌やなあ〜と思いつつ
顔は愛想笑い。慣れない環境でよく起きてしまうのが緊
張。今回はそんな場面での緊張の正体に迫ります。人は
緊張すると、交感神経が刺激を受け、アドレナリンが分泌
されることで、心拍数が上昇します。では、そもそもなぜ
人は緊張するのでしょうか？名人の域に達していた釣り師
４人（女性１人含む）に協力していただき、釣行中の心拍
数を測定しました。百発百中でカワハギをバカスカ釣り上
げテンションが上る…。が、１人がどうしても釣れない

「ホラまた釣れた。釣れんか？下手クソ」。カッカカッカと
頭に血が上り、興奮は収まらなくなってしまった。

図１に示すＢさんの心拍数の変化は、釣り開始５秒後
の心拍数が82拍／分、25秒後にチャリコのアタリで
93拍／分。その30秒間に強烈なジャブが入ります。

「アタッとるがな！ 早よ〜アワセな!!なにしとんや！竿
をクイッとしならせる。遅いがな〜」心拍数は91拍／
分。１分25秒後「アタッてる、アタッてる」「バシ！」
…ヒラヒラと背ビレをなびかせて上がってきたのはキタ
マクラでした。
「なんじゃそれ〜ヘタクソ〜」…。101拍／分へボンボ

ンボンと上昇。脳が非常事態と判断、的確な指令を身体
に出せなくなっています。「周りがガタガタうるさい!! 黙
ってくれ。なんで俺のときだけごちゃごちゃ言うねん!!
腹立つわ！最悪や」カリカリしていたＢさんは、タバコ
のフィルター部を耳栓に、ちゃち入れを無視。すると心
拍数が80拍／分前後を維持し本来の自分を取り戻した。

陸に上がり再び波止で釣り再開。それまで満ちていた
目の前の海がみるみる引いて気づけば、干満差が5㍍に
なっていた。「ウへ！高！怖、足が震えるわ」。不思議な
ことに呼吸を止めていました。適度な緊張では、息が止
まったのも無意識のうちに落下を回避し、筋力を高める
ためだったのです。そして、「下をのぞき込んだら、股の
間がスースーして血の気が引いたわ。指先も冷とうなっ
た」。交感神経の緊張で心拍数が一気に跳ね上がり、手の
毛細血管の収縮、それによる血流量の減少で手の表面温
度は低くなったためでしょう。

その場で胡座（あぐら）をかき、目をつぶり、腹式呼
吸を勧めた。そして太腿に手を置いた。すると、体と心
が潮の香りで満たされたのだろうか。副交感神経が上が
ったのか、すがすがしく大らかな気持ちになった。温か
い太腿に手を置くと、手の表面温度が上がり緊張が和ら
ぐ。「どないなっとるんや!!釣れへんがな！」の前に、緊
張解消法を考えてみてはいかがでしょうか。カワハギの
夏、これにて了。

トピックス

図1　10分間の実釣における心拍数の変化

大阪体育大学 平成27年度 資金収支計算書
（ 収 入 の 部 ） （単位：円）

科 目 金 額
学生生徒等納付金収入 3,138,380,556
手数料収入 84,008,900
寄付金収入 58,571,377
補助金収入 390,018,676
　国庫補助金収入 389,820,000
　府県補助金収入 198,676
資産売却収入 0
付随事業･収益事業収入 9,897,547
受取利息･配当金収入 315,555
雑収入 66,914,536
借入金等収入 0

計 3,748,107,147

大阪体育大学 平成28年度 資金収支予算書
（ 収 入 の 部 ） （単位：円）

科 目 金 額
学生生徒等納付金収入 3,206,310,000
手数料収入 75,560,000
寄付金収入 65,000,000
補助金収入 347,200,000
　国庫補助金収入 346,000,000
　府県補助金収入 200,000
　学術研究振興資金収入 1,000,000
資産売却収入 0
付随事業･収益事業収入 9,460,000
受取利息･配当金収入 100,000
雑収入 166,170,000
借入金等収入 0

計 3,869,800,000

（ 支 出 の 部 ） （単位：円）
科 目 金 額

人件費支出 1,884,587,064
教育研究経費支出 809,803,252
管理経費支出 203,139,845
借入金等利息支出 0
借入金等返済支出 0
施設関係支出 521,383,802
設備関係支出 306,052,981

計 3,724,966,944

（ 支 出 の 部 ） （単位：円）
科 目 金 額

人件費支出 2,033,260,000
教育研究経費支出 897,410,000
管理経費支出 179,880,000
借入金等利息支出 0
借入金等返済支出 0
施設関係支出 570,800,000
設備関係支出 194,210,000

計 3,875,560,000
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競
技
活
動
（
サ
ッ
カ
ー
）
一
辺
倒
だ
っ
た
私
の
学

生
生
活
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
学
部
3
年
生

で
所
属
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
指
導
教
員
は
、

ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
を
研
究
領
域
と
し
な
が
ら
、
地
域

の
子
ど
も
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
、
キ
ャ
ン
プ
の
活
動
を
行
政
や
、
民
間
団
体

と
連
携
し
て
主
催
す
る
実
践
家
で
も
あ
っ
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
き
っ
か
け
は
、
2
年
生

の
時
に
受
講
し
た
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
の
授
業
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
役

割
に
関
す
る
内
容
」
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

高
齢
者
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
こ
と
を
、
勉
強
す

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
半
ば
強
制

的
に
参
加
さ
せ
ら
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
キ

ャ
ン
プ
の
実
践
は
、
自
分
自
身
が
か
つ
て
体
験
し
た

「
競
技
化
」
す
る
以
前
の
「
遊
び
」
と
し
て
の
身
体
活

動
な
ど
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
体
験
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
現
象

が
競
技
以
外
に
も
様
々
な
方
向
に
開
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
か
か
わ
る
人
々
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
者
と
多
様
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
機
会

と
も
な
っ
た
。
学
部
4
年
間
の
生
活
で
、
前
半
2
年

間
は
競
技
活
動
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
が
、
後

半
2
年
間
は
競
技
活
動
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
も
加
わ

り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
4
年
間

だ
っ
た
。

大
学
4
年
生

の
時
、
指
導
教

員
か
ら
大
学
院

進
学
の
話
を
勧

め
ら
れ
、
迷
っ

た
末
に
研
究
職

を
目
指
す
こ
と

と
し
、
今
に
至

る
。
現
在
、
本

学
で
担
当
し
て
い
る
授
業
科
目
の
中
に
は
、
学
部
生

や
大
学
院
生
時
代
に
経
験
し
た
こ
と
が
礎
と
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
指
導
教
員
及

び
思
い
も
よ
ら
ぬ
活
動
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、

今
の
私
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
考

え
る
と
、
私
は
幸
運
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
た
と

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

小
学
校
時
代
、
一
番
苦
手
な
科
目
は
「
体
育
」
で

あ
っ
た
。「
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
い
」

「
徒
競
走
は
ビ
リ
か
ら
二
番
目
」
と
い
う
有
り
様
。
保

健
室
か
ら
は
「
肥
満
児
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
運
動

が
苦
手
な
こ
と
は
外
見
か
ら
も
容
易
に
想
像
さ
れ
た
。

そ
ん
な
私
が
、
保
健
体
育
の
教
員
免
許
を
取
得
す
る

に
至
る
道
筋
は
、
中
学
入
学
後
、
急
に
足
が
速
く
な

り
、
陸
上
競
技
部
に
勧
誘
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

し
か
し
、
短
距
離
選
手
と
し
て
は
県
大
会
に
も
進

め
ず
、
し
か
も
高
校
受
験
で
再
び
「
肥
満
児
」
と
な

っ
た
私
は
、
高
校
で
は
陸
上
競
技
か
ら
足
を
洗
う
つ

も
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
友
人
に
唆
さ
れ
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
顔
を
出
し
た
ら
「
飛
ん
で
火
に
入
る
夏
の

虫
」。
赴
任
し
た
ば
か
り
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
専
門
と

す
る
顧
問
が
、
肥
っ
た
私
を
見
て
、「
ハ
ン
マ
ー
や

れ
」
の
一
言
で
、
再
び
陸
上
競
技
部
に
籍
を
置
く
こ

と
に
な
っ
た
。
お
陰
で
、
高
校
時
代
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
2
回
、
国
体
1
回
出
場
と
、
体
育
が
一
番
苦
手
な

生
徒
が
通
知
表
に
5
を
も
ら
い
、
筑
波
大
学
体
育
専

門
学
群
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
学
で
は
、
陸
上
競
技
部
の
投
擲
寮
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。
6
畳
一
間
に
1
8
5
㌢
、
85
㌔
の
大
男

と
の
同
居
生
活
で
あ
る
。
食
事
も
当
番
制
で
、
全
員

分
を
作
り
一
緒
に
食
べ
る
、
ま
る
で
相
撲
部
屋
の
よ

う
な
生
活
が
始
ま
っ
た
。
夜
は
、
陸
上
競
技
の
話
に

加
え
、
趣
味
や
恋
愛
の
話
に
花
が
咲
い
た
。
こ
の
共

同
生
活
を
通
じ
て
、
つ
ら
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、

「
忍
耐
」
と
「
思
い
や
り
」
の
精
神
を
養
う
こ
と
が
で

き
た
。
4
年
間
の
寮
生
活
が
、
私
の
人
間
力
を
培
っ

て
く
れ
た
と
信
じ
て
い
る
。

人
生
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
偶
然
の
出
会
い
が
重
な
り
、

人
知
を
超
え
た
方
向
に
進
む
も
の
で
あ
る
。
寮
で
出

会
い
、
共
に
過
ご

し
た
先
輩
や
後
輩

は
、
い
ず
れ
も
教

育
界
の
要
職
に
就

い
て
い
る
。
あ
の

相
撲
部
屋
の
よ
う

な
生
活
に
今
も
感

謝
し
て
い
る
。

幸運な出会い “相撲部屋”での生活

体育学部准教授 教育学部教授

中 山 　 健 植 木 章 三

春合宿（1983年3月）ハンマーを投げる筆者夏合宿（1982年7月）での筆者（右端）

大学院2年生（98年8月30日）
スペシャルオリンピックス全国大会

（右が筆者）

大学3年生（95年8月21日）
親子キャンプでの1枚

（後列左から2人目が筆者）
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【大学院】
●博士＜前期・後期＞課程

【体育学部】
●スポーツ教育学科
●健康・スポーツマネジメント学科
【健康福祉学部】
●健康福祉学科
【教育学部】
●教育学科

企画広報室

大学事務局
庶務部、教学部、入試部
キャリア支援部、大学院事務室
大学附置施設
図書館、生涯スポーツ実践研究センター
健康福祉実践研究センター、情報処理センター
スポーツ科学センター
支援組織
教養教育センター、キャリア支援センター
教職支援センター、学習支援室
学生相談室・カウンセリングルーム
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